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10
年
以
内
に
納
め
る
こ
と
を
条
件

に
30
歳
未
満
の
人
（
国
民
年
金
１
号

被
保
険
者
）
の
保
険
料
納
付
を
猶
予

し
ま
す
。
そ
の
後
納
め
た
額
は
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
世
帯
主
に
所
得
が

あ
る
た
め
に
免
除
申
請
が
承
認
さ
れ

な
か
っ
た
人
も
対
象
に
な
り
ま
す
（
本

人
・
配
偶
者
の
所
得
審
査
あ
り
）
。

※
た
だ
し
平
成
18
年
６
月
ま
で
（
そ

れ
ま
で
に
30
歳
に
な
る
人
は
そ

の
前
月
ま
で
）
の
納
付
分

猶
予
さ
れ
て
い
て
も
安
心
　
①
不
慮

の
事
態
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
②
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

（
た
だ
し
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
）

申
請
方
法
　
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
申
請
す
る

特
別
障
害
給
付
金
制
度

　
過
去
に
あ
っ
た
国
民
年
金
制
度
の

任
意
加
入
期
間
（
強
制
で
な
く
任
意

に
加
入
で
き
る
）
に
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
現
在
障
害
基
礎
年

金
を
受
給
で
き
な
い
人
が
給
付
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
　
現
在
国
民
年
金
障
害
等
級
の

１
、
２
級
に
該
当
す
る
65
歳
未
満

の
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は

ま
る
人

①
平
成
３
年
３
月
以
前
に
初
診
を
受

け
、
当
時
学
生
で
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
人

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
初
診
を
受

け
、
当
時
配
偶
者
が
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
た

人
給
付
金
月
額
　
１
級
＝
５
万
円
、
２

級
＝
４
万
円
（
請
求
の
翌
月
か
ら

支
給
）

※
所
得
や
他
の
公
的
年
金
受
給
に
よ

る
制
限
あ
り

申
請
方
法
　
所
定
の
診
断
書
な
ど
を

持
参
の
う
え
申
請
す
る

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
国
保
の
窓

口
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け

出
を
し
な
か
っ
た
り
遅
れ
た
り
す
る

と
、
保
険
料
を
二
重
に
支
払
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ず

に
有
効
期
限
が
切
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
届
け
出
は
早
め
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
人
権
は
、
私
た
ち
が
社
会

生
活
に
お
い
て
幸
福
な
生
活

を
営
む
た
め
に
ど
う
し
て
も

必
要
な
権
利
で
す
。

　
つ
ま
り
、
人
権
は
生
き
て

い
く
た
め
の
権
利
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
「
基
本
的
」
人

権
と
し
て
憲
法
で
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
人
類
は
、
ま
ず
国
家
に
対

し
て
自
ら
の
生
命
を
保
護
し

て
く
れ
る
こ
と
を
要
求
し
、

次
に
身
体
や
財
産
の
自
由
を
、

そ
れ
か
ら
、
た
だ
生
命
を
保

護
す
る
だ
け
で
な
く
幸
福
を

追
求
す
る
権
利
や
法
の
下
の

平
等
、
教
育
を
受
け
る
権
利

な
ど
を
、
歴
史
の
中
で
獲
得

し
て
き
ま
し
た
。
自
ら
が
自

由
に
幸
福
に
生
き
る
こ
と
は
、

ほ
か
の
人
々
と
平
和
に
共
存

す
る
こ
と
で
あ
り
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
、
お
た
が
い

に
認
め
合
い
、
み
ん
な
の
幸

福
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
、
こ
れ
が
公
共
の
福
祉

で
す
。
「
情
け
は
人
の
為
な

ら
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
人
権

尊
重
の
本
質
で
あ
り
、
他
人

を
思
い
や
り
、
他
人
の
権
利

４月１日

　　から受付

学生納付特例申請
４月から受け付
けます。平成16
年度申請した人
でも、引き続き
希望する場合は
申請してくださ
い

他の医療保険に加入した

転出・転居など住所変更をした

他の医療保険の保険証、国保の保険証、
世帯主の認印

修学のため、子どもが他
の市区町村に住む

入学許可通知・入学金の領収書・在学
証明書など、国保の保険証、世帯主の
認印→家族とは別の　  保険証を交付

　保険証を使っていた
学生が卒業する 

   保険証、国保の保険証（家族のもの）、
世帯主の認印→在学延長または進学
のときには再度手続きが必要

国保の保険証、世帯主の認印

こんなとき 手続きに必要なもの
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学
学学

市
政だより

特設人権相談所
とき：４月21日（木）午前10時～午後３時　ところ：加茂公民館（加茂町塔中）、老人憩い
の家（新野東）　相談内容：登記、金銭契約、いじめ・体罰、困っている問題など　費用：
無料　※秘密は厳守します　問い合わせ先： 3



こ
ん
な
と
き
は

届
け
出
が
必
要

　
　
森
林
災
害

　
復
旧
補
助
金

受
付

開
始

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金

問
い
合
わ
せ
先
　

3
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、
自
分

の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

　
人
権
は
誰
も
が
持
っ
て
い

る
当
た
り
前
の
権
利
で
す
。

し
か
し
ふ
だ
ん
意
識
し
に
く

い
権
利
で
あ
り
、
無
意
識
の

う
ち
に
、
他
人
の
権
利
を
侵

害
し
た
り
、
自
分
の
権
利
が

侵
害
さ
れ
て
い
た
り
し
や
す

い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
一

度
失
っ
て
し
ま
う
と
、
再
び

獲
得
す
る
に
は
長
い
時
間
が

か
か
り
ま
す
。

　
今
、
日
本
に
は
「
当
た
り

前
」
の
平
和
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
で
は
、
戦
争

や
紛
争
が
絶
え
ず
、
生
命
を

守
る
こ
と
す
ら
保
障
さ
れ
て

い
な
い
国
家
や
地
域
も
あ
り

ま
す
。
人
権
を
意
識
し
、
守

れ
る
環
境
を
未
来
に
約
束
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
身

近
な
一
歩
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

家
庭
で
、
地
域
で
、
職
場
で

「
人
権
を
尊
重
す
る
」
こ
と

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
意

識
し
て
尊
重
し
合
っ
て
、
明

る
く
住
み
よ
い
社
会
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

融資あっせん
補　助　金　額 （円）

槽の大きさ 久米地域以外 久米地域
くみ取り槽や単独処理
浄化槽から合併処理浄
化槽に改造する場合には、
市内の金融機関から、
80万円まで無利子で融
資が受けられます（新
築は不可）

※上記以外に地域によって加算補助を受けられ
る場合があります。詳しくは下水道課または
各支所にお問い合わせください

５人槽
６・７人槽
８～10人槽
11～20人槽

375,000
 438,000
 555,000

354,000
411,000
519,000
981,000

台風
23号

問
い
合
わ
せ
先
　

3

問
い
合
わ
せ
先
　

3

　
昨
年
の
台
風

23
号
に
よ
る
倒

木
被
害
が
森
林

激
甚
災
害
の
指

定
を
受
け
、
被

害
木
整
理
か
ら

植
林
ま
で
の
復

旧
作
業
が
国
・

県
か
ら
の
補
助

金
の
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
市

に
よ
る
上
乗
せ

補
助
も
検
討
中

で
す
。

 

条  

件

作
業
形
態
　
被
害
木
を
整
理
し
、
地

ご
し
ら
え
を
し
た
跡
地
に
植
林

樹
種
　
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ク
ヌ
ギ
、

コ
ナ
ラ
、
ケ
ヤ
キ

補
助
金
の
額
　
標
準
的
に
か
か
る
事

業
費
の
56
〜
83
％
（
実
際
の
作
業

経
費
が
多
い
場
合
に
は
個
人
負
担

が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

申
込
先
　
最
寄
り
の
森
林
組
合

　
市
で
は
、
河
川
の
水
の
汚
れ
を
防

ぐ
た
め
、
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
あ

わ
せ
て
処
理
す
る
家
庭
用
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

人
に
、
次
の
と
お
り
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

受
付
期
間
　
４
月
１
日
（
金
）
〜
５

月
２
日
（
月
）

※
４
月
受
付
分
が
予
算
額
に
達
し
な

い
場
合
は
、
予
算
額
に
達
す
る
ま

で
１
か
月
単
位
で
受
付
期
間
を
延

長
し
ま
す

受
付
場
所
　
下
水
道
課
（
市
役
所
６

階
）
ま
た
は
各
支
所
の
浄
化
槽
担

当
窓
口

交
付
条
件
　
専
用
住
宅
（
延
べ
床
面

積
の
半
分
以
上
を
住
居
と
し
て
使

用
し
て
い
る
建
物
を
含
む
）
に
、

10
人
槽
以
下
（
久
米
地
域
は
20
人

槽
以
下
）
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き

補
助
対
象
地
域
　
公
共
下
水
道
事
業

認
可
区
域
以
外
の
地
域
、
農
業
集

落
排
水
事
業
の
排
水
区
域
以
外
の

地
域

選
考
　
受
付
期
間
内
に
予
算
額
を
超

え
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公

開
抽
選
に
よ
り
選
考
（
日
程
な
ど

は
申
請
者
に
個
別
通
知
し
ま
す
）
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表示登記の日
無料相談

とき：４月１日（金）午前９時30分～午後３時30分　ところ：岡山地方法務局津山支局　
相談内容：土地の分筆・地目変更、建物の新築・増築・滅失などの表示登記、不動産の権利
登記　問い合わせ先： 3


